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	グランプリ
	郭 (かく)　凱莉 (がいり)
	修成建設専門学校

	最初に、このような素晴らしいコンクールを開催し、自己表現のチャンスを与えてくださった主催者の皆様に心から感謝申し上げます。
この度、グランプリという賞をいただき、作品の建築が実現可能になることを、非常に感動しています。誠にありがとうございます。
建築設計を学んでいるの私にとって、このコンクールは大きな挑戦でした。いろいろな迷うことがあり、何度も修正を重ねました。しかし、建築設計には人を惹きつけてやまない魅力があり、それが設計のプロセスを楽しいものにしてくれました。その上、先生からの励ましが、自信を持ってチャレンジする背中を押してくださいました。それには特に感謝の気持ちでいっぱいです。今度のコンクールを通じて、多くの知識を学び、技術を高めることができ、自己成長の大きな助けとなりました。
将来、この集会所が、コンセプトに掲げたように、訪れる人々のそばに寄り添い、四季の移ろいとともに、人と人のつながりの深さや美しさを見守り続ける場所となることを心から願っています。




	準グランプリ
	KYAL (ちぇ) SIN (しん) LINN (りん)
	大阪工業技術専門学校

	この度は、第35回あすなろ夢建築大阪府公共建築設計コンクールにおいてこのような評価をいただき、大変嬉しく思います。建築を学ぶ中で、自分の考えた空間がどのように社会や人の暮らしと関わるのかを考えたいと思い、本コンペに挑戦しました。
　今回の作品では、公園の自然と人々の暮らしがゆるやかにつながり、誰もが気軽に立ち寄れる場所をつくりたいと考えました。建物の中だけで完結するのではなく、外の風景や人の気配が感じられることで、自然と人が集まり、思い思いに過ごせる空間になることを意識して計画しました。
　将来は、地域の環境や人の暮らしに寄り添いながら、多くの人にとって心地よい居場所となる建築をつくれる建築家になりたいと考えています。
　今回のコンペを通して、自分の考えを形にして伝えることの大切さや、建築が人の関係や日常の風景をつくる力を持っていることを改めて実感しました。この経験を励みに、これからも社会や地域に寄り添い、人々の記憶に残る建築を考え続けていきたいと思います。このような貴重な機会をいただき、心より感謝申し上げます。





	優秀作品賞
	葦 (あし)澤 (ざわ)　湧 (ゆう)
	大阪府立今宮工科高等学校

	まず今回のコンクールで優秀作品賞を頂けたことを大変ありがたく感じます。
私はこの高校に入って初めて工業というもの、その中の建築という分野に触れ、新しい価値観を見たり、聞いたりなどして取り込んできました。その中で得た価値観や元々持っている自分の感性をこの作品にぶつけました。
今回のコンクールは一人ではなく仲間と共に取り組み、協力して完成させることができました。「協力する」というのはこれからの人生においても大切な力だと感じています。「協力する」という点において今回の作品をつくりあげたことは何物にも代えがたい経験です。これからそれぞれ就職、進学する道に進みますが、この経験を糧に前に進んでいきたいと思います。
そしてご指導・ご助力していただいた先生への深いお礼申し上げます。




	優秀作品賞
	有吉 (ありよし)　賢人 (けんと)
	大阪府立今宮工科高等学校

	私は、第35回あすなろ夢建築において入賞という評価をいただき、大変嬉しく思っています。
この作品づくりを通して、私は多くの気づきを得ることができました。
まず一つ目は、仲間との連携の大切さです。制作の過程では意見が分かれることもありましたが、自分の意見を押し通すのではなく、お互いの意見の共通点を探し、そこから一緒に考えていくことができました。その経験が作品の完成度を高めてくれたと感じています。
二つ目は、利用者の立場に立って考えることの大切さです。自分が良いと思うだけでなく、使う人がどう感じるかを想像することが、良い作品につながるのだと学びました。
この経験を通して得た学びを、これからのものづくりにも活かしていきたいと思います。
この作品は私の将来に必ずつながるものと私は確信しています。
そして、このような貴重な機会を与えてくださったあすなろ夢建築関係者の皆様、そしてご指導いただいた今宮工科高校の先生方に心より感謝申し上げます。




	優秀作品賞
	吉田 (よしだ)　万 (ま)智 (ち)
	大阪府立工芸高等学校

	今回、“みどりと繋がる憩いの場”というテーマをもとに、建築と環境の関係について考えることが多くありました。
多くの人が利用する施設なので、環境や素材が人にどう影響するのか、安心して過ごせる空間とはどのようなものなのかについて理解を深めることができたのは大きな学びでした。
私は大学に進学して更に建築を学んでいくので、この経験をこれからの学習面でも活かして行きたいと思っています。人に受け入れてもらえて、環境と結びついた建築をこれからも考えていきたいです。




	佳作
	小原 (おはら)　橙 (ゆず)歩 (ほ)
	大阪府立都島工業高等学校

	この度は、このような賞をいただき、大変光栄です。
また、審査してくださった皆さま、支えてくださった先生方や友人に心より感謝いたします。
今回のコンクールは、私にとって初めての挑戦であり、高校生活最後の設計でもあったため、これまでの学びと想いをすべて込めて取り組みました。試行錯誤を重ねながら、自分なりに今回のテーマのもと、緑と人とが穏やかに関係し合い、安心のできる空間のあり方を模索し、設計に込めた意図まで評価していただけたことに深い喜びを感じています。
一方で、自身の考えをより具体的に説得力のある建築として実現するためには、一段と深い知識と経験が必要であるという自身の課題を再認識しました。
今回の受賞を励みに、自らの課題と向き合いながら、より深く建築を学び続けていきたいと思います。




	佳作
	小西 (こにし)　翼 (つばさ)
	大阪工業技術専門学校

	このように自ら手がけた作品が賞をいただくということは初めての経験で大変高揚しています。しかしグランプリを目標にしていたこともあり、そこに手が届かなかったことにはとても悔しさを感じています。この結果に満足せず、今回得られたものを糧にし更なる高みを目指して参ります。
作品について触れると、建物の中心となる集会室に特にこだわりました。室内の活動と屋外の活動とが分断されることのないよう心がけ、集会室から屋外へ直接のアクセスを可能にすることで閉鎖的な空間にならないようにしています。また屋外には自然豊かな外構や公園が広がっています。イスやテーブルが設けられていますから集会所に用事がなくともこの場所で一息つくことができます。利用者の皆さんに愛される集会所を目指しました。
敷地調査では以前の集会所にも訪れることができました。掲示板に貼られている集会所でのイベントの案内や、外観の手入れが行き届いていることからも利用者の方から愛され、大切に使われてきた場所なのだと感じることができました。新たな集会所の設計に対する責任感を増すことができました。
最後になりましたが、今回作品の設計についての相談に快く応じてくださった先生方、審査員の方々、そしてこのコンクールを開催、運営してくださっている関係各位に感謝を申し上げます。










	佳作
	槇本 (まきもと)　俊介 (しゅんすけ)
	大阪工業技術専門学校

	　このたび、「にじむ集会場」が佳作として選ばれたことを嬉しく思います。今回の作品では、地域の人が気軽に集まり、使いやすく、人とのつながりを感じながら過ごせる集会場を目指しました。建物の中と外をはっきり分けるのではなく、光や緑、人の気配がやわらかく広がっていくような空間にしたいと考え、和室や広場、開口部の取り方などを工夫しました。日常の中でふと立ち寄りたくなるような、地域に寄り添う場所をつくりたいという思いを込めた作品です。
　本コンクールに取り組んだ経験は、私の将来にも役立つものになったと感じています。テーマに対して自分なりに考えを深め、それを形にし、さらに相手に伝わるようにまとめることの難しさと大切さを学ぶことができました。また、自分の作品が評価されたことで、建築を学び続けていく自信にもつながりました。この経験は、今後の設計課題や将来の仕事においても、大きな支えになると思います。
　佳作に選ばれたと知ったときは、正直驚きました。自分が時間をかけて考え、悩みながらまとめた作品が認められたことがうれしく、これからの励みになりました。まだまだ未熟な部分は多いですが、今回の受賞を通して、もっと建築を学びたいという気持ちがより強くなりました。この受賞を自信に変え、今後も成長し続けていきたい思います。
　最後になりましたが、本コンクールの開催・運営に携わってくださった皆様に、心より感謝申し上げます。このような貴重な機会をいただき、作品を評価していただけたことを大変光栄に思います。
 




	奨励賞
	作 (さく)野 (の)　彩佳 (あやか)
	日本理工情報専門学校

	交流すること、学ぶこと、遊ぶこと、休むこと。
本来は異なるこれらの行為は、日常の中で明確に切り分けられるものでなく、互いに影響しあいながら重なり合っています。
用途を固定した空間とするのではなく、人の動きや交流、視線、光の動きといった要素を重ね合わせることで、それらが自然に編み込まれる場を作りたいと考えました。
通り抜けの中で生まれる交流、遊びの延長にある学び、賑わいの傍ににじむ休息。
緩やかに連続し、時間とともに使われ方が増えていく。
人と人、人と環境の関係性が折り重なり、日常が綾なされる場所を意図としました。






	奨励賞
	高橋 (たかはし)　朱 (しゅ)麗 (う)
	中央工学校ＯＳＡＫＡ

	初めて参加したコンクールでしたが奨励賞をいただくことが出来、大変うれしく思います。
高校生までは建築について学ぶ機会がなく、CADを用いた図面作成やプレゼンボードの制作も今回が初めての挑戦でした。そのため試行錯誤する場面も多くありましたが、多くの作品の中からこのような賞に選んでいただき、大変嬉しく思うとともに励みになりました。
今回の受賞に満足することなく、今後もさらに知識と技術を深め、より良い計画ができるよう努力を重ねていきたいと思います。





	奨励賞
	葉坂 (はさか)　泰志郎 (たいしろう)
	日本理工情報専門学校

	このたびは奨励賞をいただき、心より感謝申し上げます。 
集合住宅の持続的な運営には、異なる世帯が関わりあうことが必須です。昨今ではそうした関係性が敬遠されがちですが、防災や防犯の意識が高まる今の世の中だからこそ、共同して暮らしていくことの利点を日々感じています。 
そのような中で、集合住宅の集会所という課題は非常に興味深いものでした。住民の皆さんを良い意味で刺激し、さらには新しい住民を迎え入れる発信元にもなり得るその仕組みについて探求できたことは、大きな学びであり貴重な機会でした。 
今回の経験を糧に、今後も多様な世帯が共同して持続的に暮らしていくために求められることを考え続け、誠実に向き合っていきたいと思っております。 
最後になりますが、審査員の皆さま、関係者の皆さま、そしてご指導くださった日本理工情報専門学校の先生方に深く御礼申し上げます。




